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 10月 27日の合同学年懇談会で保護者の皆さんに考えていた

だいた「学校が統合した際の保護者の役割」について、すべての

意見を集約し、先日皆さんのお手

元に届けさせて頂きました。また、

多かった意見を抽出し、学校が感

じた意見も添えています。 

私が心強く思ったのは、『保護者

がなかよく・つながること』に多

数の意見があったことです。「子

どもたちが楽しく学校生活を送

れるようにするには、保護者同士

も顔が分かり、コミュニケーショ

ン取れる関係であることが大事

だと思う」など。また、付箋に書

かれた一つ一つの意見をまとめ

ていて印象に残ったのは、【子ど

もたち】という言葉です。 

「子どもが楽しく学校生活を・・・」ではなく、「子どもたち
・ ・

が

楽しく学校生活を・・・」と、主語に「たち」が加わることで我

が子だけでなくみんなが・・と保護者の皆さんの「たち」に込め

られた想いを、学校・地域・保護者がしっかりと受け止めてこれ

からの教育に関わっていきたいと強く感じました。 

【子どもたち】に込めた想い 「統合した際の保護者の役割」を考える 



 他にも以下のまとめに多数の意見がありました。 

 お寄せいただいた一つ一つの貴重な意見は、要望なども含め

職員や学校運営協議会、PTA 等と連携し、今後に役立たせてい

ただきます。ありがとうございました。 

『子どもたちの個性を尊重する。多様な考え方を認め合う（１６）』 

『子どもの話を聞く・聴く（３２）、子どもの変化に気づける（１８）』 

校区が広がるので、安全面に注意させたい（１７） 

基本的な生活習慣の確立などの家庭教育（２３） 


